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岡山県性感染症の動向 
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回答医療機関数 ５９−８５カ所 

顕症梅毒 

潜症梅毒 

淋病 

非淋菌性尿道炎 

クラミジア性尿道炎 

尖圭コンジローム 

陰部疱疹 

外陰部カンジダ症 

トリコモナス症 

毛じらみ症 

疥癬 

その他 

'17年3月は主要なSTIおよび梅毒の報告

が減少した。回答医療機関数および受診

患者数は減少していないので、報告の要

因が大きいとは言えない。報告患者数は

毎回かなりの変動があるので次回を注視

したい。岡山県全体の梅毒報告は引き続

き増加している。 


